
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

11 月 29 日（金）、生徒会長選挙が行われま
した。この選挙には２つの目的があります。 

１つは、東中生の代表を決めるということで
す。それは、会長に立候補し、生徒会役員とし
て力を発揮することであり、または、生徒会長
候補に投票することで代表を決めるということ
です。 

生徒会活動は生徒の自治活動です。特に生徒
会行事は皆さんが選んだ生徒会役員が中心とな
って企画・運営するもので、この選挙を通して
東中にとって有意義で活力の生まれる、生徒が
主体となった行事が作られることを期待します。 

２つ目は、選挙権をもち政治に参加するとい
う有権者の意識を高めることです。君たちが有
権者となる年齢は 18 歳です。自分の意思を政
治に反映させる日は、そう先の話ではないので
す。そのため、民主主義の基本である選挙を正
しく理解できるよう、生徒会長選挙を実際の選
挙に近い形で行います。選挙の告示をはじめ公
正に選挙を進めるために選挙管理委員会を設置
し、立候補者や応援者の選挙運動などを通して
選挙活動を行いました。また、投票は実際の選
挙で使用している『投票箱』や『記載台』など
を吉野ヶ里町選挙管理委員会からお借りして、
行いました。 

これからの世の中は、技術の進歩やグローバ
ル化、つまり国境を越え、様々な国の人たちの
考えや価値観を地球規模で考えていかなければ
ならない社会になります。授業はもとより、新
聞やテレビやインターネットなどの様々な情報
から、何が大切なのか、しっかりとした自分の
意思がもてるようになって欲しいと思います。 

今回の生徒会選挙が有権者としての心がけを
作るきっかけになることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、一年間生徒会を会長としてけん引し
た築山君にインタビューをしたいと思います。 

Ｑ１ あなたはなぜ生徒会長に立候補したので
すか 。       → 築山君が回答。 

Ｑ２ あなたは、東中をどんな学校にしたいと
思っていましたか 。 → 築山君が回答。 

ありがとう、生徒会長はやはり学校のリーダ
ーだなと思えた回答でした 。 

リーダーには、誰にも負けない東中を愛する
気持ち、困難な課題にチャレンジするタフな精
神力、人前で物事を分かりやすく表現する力、
多くの人を動かす力が必要です。 まさに、それ
を感じさせてくれる回答です。 

そして選挙の結果、新生徒会長に児島裕翔君
が決まりました。３年生の強いリーダーシップ
で東中をここまで高めてくれた生徒会が、いよ
いよ２年生にバトンタッチする時がきました。
「生徒会は学校を変える力を持っている」と私
は信じています。生徒会の力は、それほど大き
な力を持っています。生徒会には、学校を変え
るすごい力があります。 

しかし、この力を出すためには、生徒会長選
挙で児島君が訴えた「一人一人が学校を良くし
ていこうとする考えをもつこと」と、「自分自身
も成長したい」と思うほどの強いリーダーシッ
プを発揮することが大切です。 

ここにいる皆さん全員の「東中を良くしよう」
という気持ちが、学校を変える力となります。
新生徒会長が決まりました。みなさん一人一人
が東中をどうしていったらよいか、今の学校や
皆さん自身を振り返り、「未来のより良い東中の
イメージ」を描いて下さい。  

今までの生徒会活動に感謝し、そしてこれか
らの生徒会活動に感謝して私の話とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒行動目標 ： 東中三訓「挨拶」「時間」「清掃」 
「挨拶」～ よりよいコミュニケーションがとれる生徒 

「時間」～ 自ら進んで行動できる生徒 

「清掃」～ 感性を磨き、社会に必要とされる生徒 

吉野ヶ里町立東脊振中学校だより 第 ８ 号      学校目標 

はばたけ  
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未来へ 
夢や目標をもち 
共に高め合う生徒の育成 

生徒会長選挙を終えて 
～ 12 月６日 生徒集会 校長講話より～ 

 



 

   

保護者の皆様、２０１９年はお世話になりま
した。日々ご多忙な保護者の方々も、お正月をは
さんで、ご家庭で親子が向かい合う絶好の機会
ではないでしょうか。冬休みの間、生徒たちはご
家庭に戻るわけですが、年末から年始にかけて
の様々な動きは、生徒にとってよい勉強の機会
となります。ぜひ、多くの体験をさせて実りのあ
る休みにさせていただきたいと思います。 

 例えば、年末から年始にかけてどのような仕
事や習慣があるでしょう。①年末の大掃除 ②
正月の料理 ③正月の挨拶 ④初もうで… 勉
強の機会は数多くあります。その場、その場でき
ちんと教えられて、初めて社会人としての成長
を遂げるのではないでしょうか。この時期の過
ごし方は、国により、民族により、地方により
様々です。その意味では自分と異なる文化との
出会いの機会でもあります。将来、広く色々な場
所で活躍する子どもたちは、何よりも自分と違
う人と出会い、自分と違う習慣の場所で働き、そ
して多くの人と共存できる力が必要となってき
ます。色々な事件、出来事についても、お茶の間
での話題にしてほしいと思います。 

 昔から、「一年の計は元旦にあり」といわれて
いますように、次への目標を立てる良い機会で
す。自分の学習や生活について改善しなければ
と考えている生徒も多いと思います。そうした 

子どもにとっては何か
のきっかけが大切です。
年の変わり目をそうし
た機会にする配慮をし
ていただければと願っ
ています。 

 

 

 

 
○ 本校では安心して学校生活が送れるような
仲間づくりをすることをねらいとして、12 月
に人権ウィークの取組を行います。 

○ 身のまわりにある人権問題に気付き、人権
について正しい知識を得て、正しい判断をし、
行動することができる生徒を育てることを目
標に人権学習をすすめます。 

◎ 具体的には 
学級では、人権ウィーク中、朝の時間に北九

州ラジオ放送「明日への伝言板」を聴き、担任
の先生とともに人権学習を行います。 

○ 全校では、１3 日（金曜日）に人権集会を開
催します。 

○ 人権作文の朗読、人権に係るＤＶＤの視聴、
心をつなぐ標語作制、いじめ防止宣言アンケ
ートなどを行います。 

○ 人権集会は１2 月１3 日（金）１３：５５～
１5：10 の予定です。 

○ 保護者や地域の方の参観も大歓迎です。 

 

 

 
12/14(土) 

/15(日) 
/17(火) 
 〃 
/23(月) 
/24(火) 
 〃 
/25(水) 
/29(日)～ ３(金) 

1/ ８(水)  
  ８(水)～10(金) 
  9(木) 
            10(金) 
            13(月) 

  14(火) 
            15(水) 
            16(木) 
  〃 
            19(日) 

    22(水) 
            23(木) 

   24(金) 
            30(木) 
  〃 

※吉野ヶ里町少年の主張大会 
県下一斉部活動休養日 
１日学校参観（家庭教育講座） 
学年ＰＴＡ（１・２年） 
大掃除 
２学期終業式（給食有） 
生徒会退任式・任命式 
冬季休業始 
年末年始の休日 
３学期始業式 
交通立ち番指導 
３年課題テスト（５教科） 
生徒会各部委員会 
祝 成人の日 
ましろの会 
生徒集会 
私立前期・推薦入試 
フッ化物洗口 
県下一斉部活動休養日 
全校集会 
ＰＴＡ運営委員会 
第２回道徳公開授業 
立志式 
私立高入試 

 

 

 

 

（敬称略） 

 ○佐賀県文学賞川柳部門 
一席   眞島 凉 
秀作   眞島 芽 

○第 39 回鳥栖・三神地区中学生主張大会 
 栄誉賞  荒木 大河 

○第 60 回佐賀県学童美術展佐賀県審査 
絵画の部 県特選   眞島  芽 
線描の部 県準特選  鶴丸 大河 

○第 60 回佐賀県学童美術展神埼地区審査 
絵画の部  
地区特選 中村佑菜、青木佑衣、眞島芽 

   〃   小池奏斗、古賀獅龍、最所大星 
   〃   中山詩音、赤城亜衣、大谷美紅 

〃   田中愛真音 
  地区入選  松尾咲耶、筒井瑞妃、村岡さらさ 

〃   堤 優月、眞島 凉、阿部侑磨 
〃   松本萌望  

デザインの部  
地区特選 井上陽愛、北村雄心、井川端月 
  〃   松本萌望、田中愛真音 
地区入選 福成朱里、松尾咲耶、眞島芽 
  〃   小池奏斗、林茉里奈、宮﨑晶子 

 〃    眞島 凉、竹下 尋 
線描の部 
地区特選 鶴丸大河 
地区入選 久保遼太、鶴 鈴菜、福成朱里 
  〃    古賀獅龍、林茉里奈、深堀瑛菜 
  〃   松本萌望 

12 月以降の主な行事予定 年末年始を迎えるに当たって 


